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目9。 22/小 西 1・判勝利全関東総決蓼集会

目9・ 25/叛 事闘争勝利小西裁判闘争勝利
労学総決き集会 (明治公ぃ

園9。 27/1学 連拡大申央委員会∝ま,
日 10・ 4/看学共闘会議第二回全菖大会 .ぃ

戦 旗 社☆帝国主義国、後進国、「労優者国家」

三プロック階級闘争を

世界プロ独―世界共産主義の勝利ヘノ
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